«L’irresponsabilité» de l’écriture et «la politique» by 上田 和彦 & Kazuhiko Ueda
エクリチュールの「非責任」と「政治｣
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は望まなかったということか。もしそうであるならば、フランス革命によって
も断ち切ることのできなかった、ある秩序を問い直す可能性をエクリチュール
に期待することができるのではないか。この可能性には、言葉を語る主体の非
責任性がつねに含まれる。そして主体の非責任性は、無責任な主体を生みだす
という危険を伴う。しかしながら、「来るべき民主主義」を構想するには、主
体の非責任性を認めたうえで、主体性と責任の問題を再考しなければならな
い。
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